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１．研究計画の概要 

本研究課題は，近年，被害が深刻なイノシ
シ等による獣害に着目し，農業基盤と社会構
造からみた適切な獣害対策計画策定手法を
明らかにすることを目的とする．具体的には，
中山間農業集落（和歌山県古座川町潤野地
区）を対象地域として，山林から農地へのイ
ノシシの侵入経路，被害農地の基盤・土地利
用上の特徴，獣害深刻化の社会的背景，の 3
点を定量的に分析し，獣害の要因となる農業
基盤・社会構造を明らかにする．次に，それ
らの結果をもとに，獣害発生要因を除去・最
小化するための対策（基盤整備を含む）を検
討し，対策を当該集落に適用して獣害抑制効
果を確認することにより，本研究で得られた
結果を検証する．最後に，農業基盤・社会構
造からみて適切な獣害対策手法の総合的検
証と本研究課題成果の適用条件整理を行う． 

 
２．研究の進捗状況 
(1)農業基盤からの調査研究 
平成 20 年度には，獣害対策の改善案とし

て，耕作放棄地の刈り払い，河川堤防を利用
した電気柵の設置，および河川との境界線に
おける簡易道路の整備の 3 点を実践し，赤外
線センサー付きカメラによる加害動物の侵
入行動をモニタリングした．その結果，改善
策により加害獣の出現回数を前年比約 3割に
抑えられたとの結果を得た．また，アンケー
ト調査から，これらの対策が防獣柵等の管理
作業負担の軽減にもつながることが確認で
きた． 

平成 21 年～22 年度に実施した加害動物の
侵入行動モニタリング調査からは、平成 20
年度に実施した対策がイノシシには継続的
な効果を発揮しているが，シカには効果が減

少しつつあることがわかった．開空間や人的
活動による威嚇が効果的なイノシシに対し
ては効果があるが、シカには効果が発揮され
ないため、ネット等を用いた物理的防除によ
るシカ対策が重要であることがわかった． 
(2)社会構造からの調査研究 
平成 20 年度には，被害状況マップ，10 年

後の所有者年齢別農地マップ，およびセンサ
ーカメラによる撮影データ等の客観データ
は，非農家を含めた集団的獣害対策への合意
形成に大きく寄与することが，アンケート調
査により確認された．この結果を基に，平成
21 年度には「集団的獣害対策に向けた合意形
成プログラム」を考案した． 

平成 21～22 年度には，地区住民による獣
害対策への取り組みと，本研究で考案した
「集団的獣害対策に向けた合意形成プログ
ラム」の関連を整理し，プログラムが自立的
かつ継続的な獣害対策の実施に有効である
ことを確認した． 
(3)農村空間全体の設計・計画手法の検討 

平成 21 年度までの研究成果から，電気柵
手前の足場環境を悪化させることにより，加
害動物による柵の跳び越えを阻害できるこ
とも確認された．この結果を受けて、物理的
障壁とその内縁・外縁空間を含んだ「野生動
物と人間の境界空間」の概念を提起した．こ
れを「防獣ベルト」と名付け，防獣効果と共
に持続的管理が可能な「防獣ベルト」の設計
手法を整理した． 

 
３．現在までの達成度 
①当初の計画以上に進展している 
本研究課題では，当初，農地内部での獣害

対策策定手法の開発を目的としていたが，平
成 21 年度には策定手法の骨格を導くことが
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でき，平成 22 年度にはその手法の検証作業
に入っている．加えて，農業基盤から見た適
切な獣害対策手法として，物理的障壁とその
内縁・外縁空間を含んだ「野生動物と人間の
境界空間」の概念を提起した．これを基に農
地への野生動物の侵入防除を目的に，新たに
農地－山林間境界空間設計手法の開発に着
手できた．また，平成 22 年度には，平成 23
年度以降の研究に向けて，GIS ソフトを用い
た農地－山林間境界空間の空間構造分析に
も着手しており，当初の計画以上に大きな進
展を果たしていると言える． 
 
４．今後の研究の推進方策 

農地－山林間境界空間の整備・管理手法を
明らかにし，農地基盤と社会構造からみた適
切なバッファーゾーンの設計理論を確立す
る．これにより，集落単位のみならず，市町
村域等広域レベルでの獣害対策計画策定手
法の開発を行う． 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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